
　キューバ友好フォーラムを開催
　　アレイダ・ゲバラさん、聴衆を魅了
　キューバ友好円卓会議は、2008年５月17日、明治大学軍縮平和研究所との共催で、同大学リバティータワー1011教室で、キューバ革命の英雄、チェ・ゲバラの長女、アレイダ・ゲバラさんを迎えて「キューバ友好フォーラム」を開催しました。
　第１部は、アレイダさんの「父チェ・ゲバラへの想い　キューバ医療がめざしていること」と題する講演、第２部はアレイダさんと阿部知子さん（小児科医・衆院議員）による対談「子どもたちの未来のために、私たちは何をすべきか」でした。開会前から参加者がつめかけ、急きょ第２会場を設けてフォーラムの模様を映像で中継するほどでした。アレイダさんの報告と訴えは参加者に深い感動を与えました。
　以下は、円卓会議会員で『世界がキューバ医療を手本にするわけ』（築地書館）の著者の吉田太郎氏によるフォーラムの採録です。
■ホセ・フェルナンデ・デ・コシーオ駐日キューバ大使の挨拶
　今日は権威ある大学で、偉大なる友人、同胞であるアレイダ・ゲバラ氏を紹介できることを誇りに思う。アレイダ・ゲバラ氏は初来日だが、その目的はキューバ革命が育てた若い女性の生き方、革命の理想となった生き方を日本の方に知らせるためだ。
　アレイダ・ゲバラ氏は到着以来、充実した講演をしている。革命キューバの現実を伝えることだ。
　1959年の勝利以降の実績と変革を知ることができる。まだ、発展途上にある変革ではあるが、その中で、彼女の父、ゲバラ少佐が理想と正義で果たした役割は大きく、今も生き続けている。
　さて、革命勝利以降、米国はあらゆる手段をもって我が革命を叩きつぶそうとしてきた。軍事戦略、国家テロ、経済封鎖を通じて攻撃してきた。が、独立と主権を守るキューバ国民の意志を潰すことはできなかった。
　キューバへの封鎖政策にもかかわらず、革命は前進し、社会正義と多くの人民の幸福のために前進を続け、性別、人種、宗教差がない、より良い社会を作るべく前進を続けている。
　革命勝利以来のキューバ革命の変革は、ありとあらゆる分野においてみられるが、とりわけそれが顕著なのが医療分野である。アレイダ・ゲバラ氏は彼女以外の多くの他のキューバ人たちと同じく、多くの若者たちと同じく、大学時代から社会的医療活動に参加し、国際主義的な立場における医療援助活動でニカラグアとアンゴラにもでかけた。
　正義と連帯を最も大切なものとして行動できる市民を多く持つ革命。それだけが長く存在できる。その例がキューバ革命であり、そうした原則を守って戦ったことにより、いま５人のキューバ人が監獄につながれている。彼らはキューバに対して行われるテロ活動を阻止しようとしただけなのだ。彼らの解放のためにも連帯が必要である。
　ホワイトハウスではブッシュ大統領が先頭に立ち、この５月から人権問題を前面に出した反キューバキャンペーンが展開されることとなっている。その欺瞞性を暴くことも必要だ。このような反キューバキャンペーンに対して、具体的なキャンペーン、すなわち、キューバの現実を正しく伝えることが求められている。
　アレイダ・ゲバラ氏は小児科医で、その母が所長を勤めるチェ・ゲバラ研究センターでも働いている。センターは真の思想を伝え研究することを目的としている。失業者や差別を受けた人々、正義なき多くの人民の大義のための思想を研究することがこのセンターの目的である。今回のゲバラ氏は初訪日ではあるが、その母が書かれた本の翻訳書も出た。それは、愛情に満ちた家庭の思い出を書きつづった本である。
　どうも、ありがとう(日本語で)
■アレイダ・ゲバラさんの講演
　この熱い空気の中で、いま私はホセ・マルティの言葉を思い出します。ホセ・マルティは「人が徳を認められるのは、すでにその人が徳を持っているからだ」と申しました。キューバ人との連帯、すなわち、徳を持っておられるこのように多くの方々が会場にみえられたことを大変に誇りに思います。さて、話したいことはたくさんありますが、時間がありません。そこでキューバの医療についてざっとお話したいと思います。
　まずは、日本に来たときに感じた矛盾についてお話ししましょう。例えば、トイレは和式が辛かったのですが、その一方でボタンを押せば、なんでもやってくれるウォッシュレット式トイレがあります。この２つが共存しています。
　さて、キューバでは重要な社会変化が1959年にスタートしました。数字で表現すると冷たくなりますが、今日のキューバをわかってもらうためにいくつかあげてみましょう。
　例えば、キューバの医療は1958年には実質的には皆無でした。当時500万人の国民に対して医師は6000人で、その半分はハバナや州都にいました。ですから、直る下痢にかかって命を落としていく子どもがいたのです。乳児死亡率は60人でした。識字率は33％でした。そして、２万ヘクタールの肥沃な農地が米国のものでした。乳製品工場も米国のものであれば、キューバの銀行も米国のもので、キューバは米国大統領と在キューバ米国大使の手によって動かされていたのです。こういう状態ではキューバ人たちはとうてい生きられません。
　ずいぶん前から独立を求めて戦ってきたのですが、勝利が得られずにいました。ですが、若き勇敢な若者たちのグループが、魂をもって戦ったことからキューバは変わりはじめます。２年半の戦いの後に政権を取得することになります。
　まず、最初に革命政権がやったことは、キューバ人民の識字教育です。というのは、ホセ・マルティの言葉、「人々は教養があってこそ初めて自由になれる」という言葉を知っていたからです。教育は人間としての権利です。キューバ革命後に、教育を普及させることが始まり、それは無料でなされました。大学も黒人やムラート、先住民たちに開放され、社会変化が起きたのです。
　そして、もうひとつは、公衆衛生です。健康も人間の権利です。愛されることに対して、いったいいくらのお金を払うことになるでしょうか。子どもたちに払うお金はいくらになるのでしょうか。そう、人間の命は聖なるものです。ですから、医療を学べば、人の命は守るべきだ、という気持ちになります。人の痛みを利用して商売をするべきではないのです。ですから、革命後に政府がやったことは、全人民に対して開かれた医療でした。
　ですが、第三世界と呼ばれる貧しい国は、どうすれば、無料の医療や教育を手にするようになれるのでしょうか。こうしたお金を誰がくれるのでしょうか。世界銀行やＩＭＦはどうしてくれるのでしょうか。そこで、革命政権が取ったのは天然資源を国有化することでした。なにしろ150年も搾取され続けてきましたから、資源といっても少ない。ただ、少ないとはいえ、それはキューバ人のために活かさなければなりません。そこから、革命政権と合衆国政府との戦いが始まるのです。私たちが本来手にしているはずのものを取り戻そうとしたときに、米国政府は挑発をしてきました。最初は、経済封鎖です。
　例えば、経済封鎖について知っていただくため、ニッケルの話をいたしましょう。キューバにはニッケル鉱山があります。1940年代に米国が採掘を始めました。その時に、彼らが口にしたのは、『貧しい君たちに技術を持った工場を立ててあげよう』ということでした。
　これは、ラテンアメリカのどの国でもやってきたやり口なのですが、高度な技術を備えた工場は建てられたものの、そこにはいつも罠があるのです。ニッケルを販売するには98、99％の純度がなければなりません。ですが、キューバで精錬されたニッケルは85％という純度となっていました。キューバのニッケルは純度が低いので買わない。あるいは非常に廉価な値段でしか買わない。では、誰が直ぐに買うと言い出したのでしょうか。米国です。役にも立たないニッケルを買ってくださったというわけです。では、そのニッケルで何をやったかというとコバルトと鉄を混ぜたのです。そして、経済封鎖がはじまるとそのニッケルすら買うことをやめます。
　さらに、経済封鎖は他国もキューバ産のニッケルを買えないようにしています。例えば、日本です。ニッケルは様々な合金を作るのに必要ですが、日本政府が『キューバ産のニッケルが欲しいのだが』と言い出したときに、米国政府は『キューバ産のニッケルを買えば日本から一切モノを買わない』と言いました。では、日本の会社はどこに売ったらよいのでしょうか。米国に売るしかありません。そこで、日本はキューバ産のニッケルを買えなかったのです。これが、すべての、ありとあらゆる分野で起こってきたことなのです。
　また、重要なことは、経済封鎖は、食料品や医薬品等では絶対にあってはならないものなのですが、まずそれをこの分野にも適用したということです。残念なことですが、10ある医薬品のうち８は米国のラボラトリー産です。キューバ人だって、本当は薬が欲しいのです。ですが、生産しているところから直接は買えません。というのは、もし、キューバに一つでも薬を売ったことがわかれば、500、1000万ドルの罰金を科せられるからです。あるいは、そういう会社が持っている資本を取り上げることもできるからです。本当に単純なことですが、米国市場にも売れなくなるのです。
　では、キューバはどうやって医薬品を買ったらよいのでしょうか。まず最初に誰が売ったのかをわからないように４つも５つもの中間を経なければならないにするしかありません。これが、キューバ人に届くまでにいったいいくら払わなければならないのでしょうか。世界でこのようなことが正しいと言えるのでしょうか。これは、キューバ人が悪い人民だからだ、といわれているわけです。ですが、昔は識字率が低かった国民ですが、いま世界にいろんなモノを出せるようになっています。
　例えば、いま3万3000人の医師をベネズエラに派遣しています。また、ラテンアメリカの先住民が住むところにも教師を送り、読み書きができるようにしています。なぜ、それで罰を受けなければならないのでしょうか。米国的なやり方以外でも生きていけることを示していることが悪いことなのでしょう。
　ですが、キューバは、こういう経済封鎖を受けながらも、いまだに人間的に、経済的、社会的に発展し続けています。人々が自分たちの富の主人になることができることを示したからこそ、悪いといわれている。我々は喜びを持って自由に生きられることを示したからこそ悪いといわれている。ですが、地上の男女との連帯を持っています。全世界の多くの人々が、キューバ人に尊厳、国民主権、自由を見ることが出来きます。もちろん、私たちは完璧ではありませんし、これはごく普通の女性と男性によってなされた仕事ですから完璧ではありません。ですが、自分たち自身のものです。
　キューバの問題を解決できるのはキューバ人だけです。他国が内政干渉することは出来ません。米国は大国かもしれませんが、非常に偽善的な政府です。そして、偽善者が尊敬されないことを知っていますから、偽善者たちは、臆病です。皆さんには、よくおわかりでしょうが、広島、長崎に落とされた原爆がそれを象徴していると思います。さらに、地球上でいまだに同じことが起きていることを私たちは許してしまっている。米国政府は恐ろしい政府です。この政府の政策は、わが国を終わらせようとしています。この米国の偽善性を象徴する二つのことをお話したいと思います。
　何年か前に米国大統領は「テロとの戦いが必要だ」と申しました。ですが、まず世界第一のテロリストになったのはどこでしょうか。米国政府です。米国では革命が起きてから国内でテロリストを育成し、テロ組織を作ってキューバを攻撃してきました。
　1976年にキューバの飛行機を撃墜し、73人が命を落としました。しかし、犠牲者となった家族に対して、一度たりとてもこれが裁判沙汰になっていません。このブッシュは、このやらずにきたことを今問われるべきです。首謀者ポサダ・カリーデスは米国のテレビ番組で「我々が爆弾を仕掛けた」と口にしました。では、このテロリスト、カリーデスはいったい何年の刑務所の刑を受けたでしょうか。ゼロです。また、80年代にキューバではデング熱が流行り、20万人がかかり、118人が命を落としました。うち101人が子どもです。この事実をキューバは全国際機関に訴えました。ですが、何の回答もありませんでした。
　では、どうしたらキューバ国民を守ることが出来るのでしょうか。我々ができることは正確な情報を得て、テロリストに対抗することでした。こういうキューバができることは自らを犠牲にしてテロリズムの組織に入り情報を入手し、伝えることなのです。
　それをした５人が米国の監獄につながれています。米国内でテロと戦うことで捕らえられたのです。ですから、はっきり言うことができます。米国は偽善的であると。テロリズムはどこにいってもテロリズムです。米国大統領自身がイラクに派兵するならば、国内でのテロリズムも叩けるはずです。ですが、そこまで至っていません。それは米国政府にはできないことだからです。
　ですから、キューバが決めたことは、教師、医師、技術者を必要としている国に派遣し、貧しいところで虐げられている生活をかえることでした。世界には爆弾はいりません。いるのは連帯です。世界は人民間の尊敬を求めています。金持ちがいて貧しい人もいるかも知れませんが、この地球上では同じ人間です。すべての人間が守られなければならないという義務があります。ですから、キューバ人は戦う準備があるのです。人間すべてが尊厳を持って生きられる道に向けてです。チェ・ゲバラが人民と別れるときに口にしたこと。「我々は戦い続けなければならない。勝利の日まで」(拍手) 。
■対談
　◆コーディネーターの伊高浩昭氏（ジャーナリスト）
　さすがにお父さんの娘だけあって、迫力あるお話をいただいたが、今の話を受けて同じ小児科の医師として阿部知子さんお願いしたい。
　◆阿部知子さん（小児科医、衆院議員）
　小児科医で本当によかったと思います。対談ができて。私は団塊の世代で、チェ・ゲバラにあこがれていました。ようこそ、おいでいただきました。連帯という言葉いいですね。最高と思いました。が、後半はしっとりといきましょう。まず、なぜ、医師になられたのか、小児科医になろうと思われたのでしょうか。
　◆アレイダさん
　なぜ、道を選んだかですが、まずは父が医師だったことです。ですが、時が経つにつれてさらに影響を与えたのは、私たちが受けた教育にもよりますが、もらったものは返さなければならないということです。キューバの人々はみんなに愛されてきたという気持ちを持つことができています。もうひとつは、子どもがとても好きなことです。これもホセ・マルティの言葉ですが、「子どもたちは世界の希望である。子どもたちは愛されることを知っている」と。
　子どもたちを守ること。そして、若者たちが健康であることが国が一番最初にやるべきことだと思ったのです。そして、無償の愛を国民からもらっていることへのお返しになればと思ったのです。
　◆阿部知子議員
　実は私は２年前にキューバに初めてでかけ、そのときに電気が通っていないハバナ郊外の農村で、小さな村の小学校に太陽光発電パネルが付いており、子どもたちがパソコンを使って勉強しているところを訪ねました。都市にいても農村にいても教育格差が生じないように全国で子どもたちのためにベストを尽くしている姿を目にしました。子どもたちが愛されていることを実感しているというのはそのことだと思います。
　また、一昨年にはキューバから20代の若い女医さんが来日して、いつもは診療所で診察をしているが、いつでも海外援助にいけるように自分の横にバッグをおいてあるとの話を聞きました。そして、彼女が、「当たり前のことをしているだけだ。たいしたことをしているわけではない」と語ったことがとても印象に残りました。
　とかく日本では、医療が崩壊し、お産や小児科医もなり手がいない。医師は金が儲からないからいやだという考え方もでてきて、経済は発展したものの、命や大切なものを忘れているような気がしています。キューバでは若い医師たちに何を大切にするよう伝えているのですか。ラテンアメリカ医学校にも多くの若者が来て学んでいますが、どのような教育をしているのですか。
　◆アレイダさん
　キューバの医学教育はこの数年で変わってきています。もちろん、これから変えなければならない点もいくつかあります。医師はもっと必要ですし、医学教育課程も必要です。現在では、国民168人に医師が一人となっています。また、3万4000人がベネズエラ、ボリビアには4000人、それ以外の国には２万人でかけており、つまり、医師が足りないのです。さて、医学教育ですが、１年、２年では理論ですが、いまは１年生からポリクリニコで働いています。そして、２年生以降は病院ともコンタクトする。私が学んだ時代は病院は３年生からでしたが、それも変わってきているのです。ですから、色々な専門性を患者と共に指導教官がついて学んでいくことになります。
　若い頃ですが、まだ小児科医としての経験が未熟で、子どもたち間をまわった後にどうであったかを先生たちと話し合う授業がありました。例えば、私がまわっていて一人の子どもがいて、心音を聴いた結果「ノーマルだ」と私は言ったのです。ですが、先生は「本当ですか、ゲバラさん」という。私は普通だろうと思うと。そこで、皆がいるところでもう一度測ってみなさいと言われ、よく聴くと二倍の速さではないか。それで非常に恥ずかしい思いがしたことがあります。大切なことは、患者と先生たちと一緒にただ心音を聴くことではなく、見ること、聴くこと、匂いをかぐこと、味わうこと、まさに全身で感じ取ることを私は学んだのです。
　そうしたことから、学生たちは自分の目の前にいる生命に対して責任があることを感じるようになっていきます。ですから、私の最終学年の時でしたが、キューバでも医師は足りなかったのですが、ニカラグアが不足していたので、フィデルが最終学年の生徒に対して「ニカラグアに行ってくれる人はいないか」と依頼したのです。すると、ほとんどが行くと答えました。ということで、私は卒業年にニカラグアにでかけ、最終学年はニカラグアで終えています。すでに医師でしたが、ニカラグアと働いたことを誇りに思っています。
　◆阿部知子議員
　今、医師は患者の顔を見ないかもしれない。そういう医師が多いと言われ、それに対して正反対の大切なことを話してくださったように思いました。私たちの政治では、医師を増やすと医療費があがるので医師を減らせと言いかねませんが、キューバは自国をさしおいても他国を援助している。なぜですか。また、ラテンアメリカ医学校の取り組みについて話してください。
　◆アレイダさん
　国際連帯は1968年のアルジェリアが皮切りです。たくさんの国に医師を派遣しています。約７万人の医師が派遣されていますが、２カ国、３カ国とでかけています。
　2000年に大きなハリケーンが２つ起きました。そこで、ニカラグア、ハイチ、ホンジュラスに直ちに専門家を送ったのですが、その結果、派遣先政府から「医師を残して置いて欲しい」と言われました。当時「我々は人材はいるが、医薬品や医療機器が足りない」と言いました。そしたら、先進国も反応、連帯を示してくれ、コンピューター、ワクチン、医薬品の購入費を寄付してくれた国があるのです。例えば、日本は100万ドルで8000人分のワクチンをハイチに出しました。ですが、日本の悪いことは援助を続けないことです。一度は良くやってくれるのですが、後はしない。
　私たちは中米、アフリカ、アジアには継続した援助をしています。ですが、医者といってもみな家族がいますからいつまでもいるわけにはまいりません。２、３年いたら戻らなければなりません。ですから、そうした国で医師を養成したらもっと良いのではないかと。こうしてラテンアメリカ医科大学ができたのです。これは、勉強したい、学びたい人に無料でいろんな国から来てもらう大学です。
　そうは言っても希望者全員を受け入れることは経済的には難しいのですが、現在9000人の学生が学んでいます。そして、ただ勉強させるだけでなく、キューバのふつうの学生と同じで家も提供し、食事も提供しています。大変な犠牲を払ってやっていることですが、とても価値のあることです。彼らは自国に戻ってキューバ人の代わりをしてくれるからです。
　普通、これに必要な協定は社会的組織と結びます。でも、卒業して帰国した時に働けるかどうかが難しいので、相手国政府とも交渉し、その国でキューバでの卒業を資格として認めるよう働きかけています。
　また、実践している間にわかったことは、第一世界の米国の中にも、まさに第三世界が存在することです。例えば、ラテンアメリカ系、黒人系、チカーノというメキシコ出身者、米国の先住民もいます。そこで、キューバ政府は、そうした出身者で教育を受けられず学ぶ意欲がある人を対象に500人という枠を設けました。最近カナダにでかけたのですが、カナダでも先住民がいて学びたいと要請されています。これも検討しなければなりません。
　◆阿部知子議員
　お父様がボリビアで蒔かれた種に感動しました。実は日本の国会でも「海外医療が素晴らしいよ」と言いますと、「ならば、キューバから医師に来てもらったどうか」との答えが返ってくるのです。そこで、５月27日には議員会館でもアレイダさんを迎えて院内集会を開くので、多くの議員に話を聞いてもらいたいと思います。
　また、日本は支援が継続的ではないとの指摘がありましたが、キューバの医療機器は日本から輸入しているのです。日本はいま米国追従で軍事ばかりにお金を使っていますが、是非、議員との対談の場で、日本が医療という面でキューバと協力してやっていくよう提案して欲しいと思います(会場拍手)。
　◆アレイダさん
　何を言ったらいいでしょうか。まず、他国の幸せのためにモノが届くことは素晴らしいことです。少し翻訳が難しいのですが、キューバで皆が口にしていることわざを紹介したいと思います。
　「受け取ったものは忘れなくて、あげたものを忘れるというのは良い幸せな人間」
　つまり、私たちが他の人に何かを与えるときには人間として成長するのだと思います。なぜ、私は自分がキューバ人であることを誇りに思っていると思いますか。なぜなら、私はキューバ人と連帯してつながっている。そうやって、人間として生きてきたからです。
　◆伊高氏
　さて、ゲバラさんは皆さんと意見の交換をしたいとのことですので会場から寄せられた質問をまとめました。49年前にゲバラが、そして、数年前はフィデルが、そして、今回はアレイダさんが広島にいかれました。14日の記者会見では、今回の来日は父の足跡をたどる意味があるといわれましたが、どのようなお気持ちですか。また、広島市民はどのような問題を投げかけているとお思いですか。
　
　◆アレイダさん
　まず大事なことは、私は特別な人間、ゲバラの娘であるということではないことです。重要なことはキューバ人民の娘であるということです。ですから、私が特別な人間であることを意味しているわけではありません。大事なことは社会的に役に立つ人間であるということです。そうなることをキューバ人が許してくれたことです。フィデルとチェは特殊な人間です。ですから、私は２人と同じ位置にいるのではありません。
　また、私は原爆資料館を訪れて、父やフィデルのことを思ったわけでもありません。私が思ったのは、このような惨劇が引き起こされ、その犠牲になった子どもたち、人々のことです。そして、本当に無力感に襲われ、もし、人類が同じことをするかもしれないと考えると、大変なことだと感じました。
　広島と長崎で暮らす方々は歴史的な責任を表しています。その歴史的な責任とは人類に原爆を示してくれたという責任です。そして、被爆者の声は世界の中でもっと聞かれなければなりません。そこで生きていた人には罪の意識を感じませんでした。なるほど、日本軍は第２次世界大戦で大きな過ちを犯しました。他国に対して侵略者としての行為を行ってきました。ですが、何があったとしても原爆のような殺戮が起こされたことは正当化できません。このことは、私たちははっきりと知っておくべきだと思います。何も正当化される理由はありません。このことは二度と絶対にあってはなりません。
　父のことを想起したのは資料館を出た時です。というのも、父は広島を訪れた時にとてもきれいな絵葉書を母に贈ったのです。そして、絵葉書には「皆この地を訪れたならば、もっと平和のために戦うエネルギーを持つことになるだろう」と書かれてありました。本当にそのとおりだと思ったのです。今回の訪問は、私に平和のために戦うエネルギーを与えてくれています。
　さて、その後広島では、市立大学の学生たちと交流する機会があり、チェ・ゲバラの言葉のいくつかを紹介をしてきました。そして、ラテンアメリカの状況についても話しました。若い人たちが関心を示してくれることがすごく素敵でした。
　また、私にとって重要だったのは、二人の被爆者と会って話をしたことです。広島に住む人々は私にホセ・マルティのことを思い出させてくれました。
　ホセ・マルティには、「白い薔薇を誠実なる友達に咲かせよう。残虐なことをした人たちにも与えて咲かせよう」という詩があるからです。広島は、まさに地上に現れてきた白い薔薇のようなところだったと思っています。そのことを教訓としていつも想っていたいと思います。
　◆伊高氏
　このような質問です。資本主義と社会主義の問題です。キューバが素晴らしいことをやっているのはわかるが、社会主義は一般的にいってさほど素晴らしいとは思えない。数カ月前に議長がラウルに変わったが、新しいラウルのもとでキューバはどのような方向に向っていこうとしているのか。
　◆アレイダさん
　簡単にお答えしましょう。ＣＩＡはずっと次のような意見を持っていました。キューバ革命はただ一人が起こしたものだと。キューバ革命は一人の人が起こしたわけではありません。そして、実際に米国はいつも何かを探そうとしてきました。ですが、何も見つかりません。ラウルが議長になると、何か新しいことがあったのではないかと世界は思います。米国からの情報によって世界中が言い立てたことは、ラウルに改革の責任があるということです。ですが、誰でも少し考えればわかることですが、ある国でずっと蓄積して積み重ねてきたことがあれば、それが発展を遂げて新しいものを手にできる、ということはあります。
　この数年、新しい時代をキューバは生きています。これは、ベネズエラにボリバール革命が起こったことが大きいのです。ボリビアでも先住民出身の大統領が初めて就任しましたし、ＡＬＢＡが結成される。ボリバリアーナ・アメリカができる。そこで、経済的に助け合っていくことができます。経済的に良くなれば社会も良くなります。これは、このところずっと起こってきたことであって、一人の議長から別の議長に変わったからではありません。
　キューバ人の95％は「我々は社会主義に賛成する」と言っています。米国からのテロリズムに屈せず、キューバは前進することを決意したわけで、人類最悪の経済封鎖にも耐えています。これからの国家元首は大多数のキューバ人から選ばれることになるでしょう。私たちは社会主義なくしては生きていけません。さらに社会主義を完璧なものにしていかなければなりませんし、祖国の経済基盤を強化しなければなりません。ですが、その基盤にあるのは社会主義なのです。
　あるシンガーソングライターがこう言っています。
「生きてきた栄光を裏切るようになったら、海の底に沈んだ方がいい」と。
　◆伊高氏
　日本では毎年三万人が自殺している。アレイダさんにとって幸せとは何ですか。
　◆アレイダさん
　心を安らかであることが幸せです。他の人を助けていくことも幸せです。子どもたちが尊厳をもって生きていける栄光を保持していくことも幸せです。尊厳を持って生きられることが幸せだと思います。この世にさようならを言うときに、これまですごしてきたことが無駄ではなかったと考えられることも幸せです。歌えることも幸せでしょう。音痴であっても歌うのは楽しいのでは。そう、最後には歌いましょう(会場喝采)
　◆伊高氏
　身体障害者を支援している人からです。キューバでは障害者に対する支援は。学校、職場、病院、日常でどうなっているのですか。
　◆アレイダさん
　私がやっている仕事の中で最も美しいことが障害者学校での仕事です。障害者とは、いろんなものが無い中で生まれてきましたが、そのような子どもたちでも尊厳をもって生きられるように助けようと思っています。もちろん、さらに改善しなければならないことがあります。例えば、障害者のお母さんの給料をあげることです。お母さんが生きていけるからです。また、できるだけ、自分の家庭に近いところに施設を増やしていく。足の不自由な人々が歩行しやすいようバリアフリーにすることも大事です。
　もし、ご関心があれば、誇りを持っている学校を是非、来て目にしてもらえたらと思います。大事なことは障害を持った人でもできること。尊厳をもって暮らしていけるのだ、ということを感じられることです。私どもの経験からですが、耳が聞こえない子どもは往々にして落ち着かず、動性ですね。反対に目が見えない子は静か過ぎると。
　キューバでは一番手が届かないグアンタナモ州にも目が見えず耳が聞こえない子どもたちのための素晴らしいが学校があります。そうした子どもたちが普通の子どもと一緒になって育っていることを目にすることは素晴らしいことです。たくさんやれることはあり、しなければならないこともあります。そして、キューバ医療にとって大事なことは他国の医療にとっても大事なことだと思います。
　◆伊高氏
　ゲバラはボリビアで死にましたが、もし、生きていたら80歳です。なぜ、40年も経ってからもこれほどゲバラがもてはやされるのか。あこがれの対象となるのか。なぜ、今日にしても、これだけの人々が集まるのか。これを、一キューバ市民としてどうお考えになるか。
　◆アレイダさん
　それは、おそらく、チェが人類にとり完全な人間になったからだと思います。チェはいつも自分のことを自覚していた人間です。自分ができないことは決して口にしませんでした。ボリビアになぜでかけたのかというと、それは、米国の支配から解放され、自由で独立したラテンアメリカをいつの日か目にしたいというのが、チェの夢の一つだったからです。とはいえ、チェは、私たち自身が夢を持つ特権はあっても、それを現実のものにしろとは決して口にしませんでした。他人に無理強いすることはしませんでした。人が従うようになるには、まず自らが模範とならなければなりません。自分という人間がどのような存在であるのか。何かがあったとしたら、人間はしなければなりません。
　さて、残念なことに、今では多くの政治家が出来もしないことを口にしています。それは世界にとっては致命的です。自分でやれもしないのに、やるべきだという人もいます。チェ・ゲバラは、自分に正直な人だったと思います。そして、他人にも誠実でした。多くの人たちが、チェが示した道に、これから歩むべきものを目にするのだと思います。だからこそ、全世界の人々から忘れ去られずに愛されているのだと思います。
　私が小さいときに音楽の先生が父の詩を作ってくれました。これは子どもの歌でもあるのですが、とても素敵なメッセージがこめてあります。
　「もし、男の人が死んだら、勇気を持って死んだら、すべての人に記憶に残るでしょう。その人が戦って死んだならば泣くべきではない。私たちは彼を尊敬し、愛し続けている」
　◆伊高氏
　アレイダさんは、ニカラグアとアンゴラで国際主義の任務を果たしたわけですが、国際主義の任務を果たしたときの何かエピソードがあれば紹介してください
　◆アレイダさん
　とても大変でしたが、人間として成長するには良い体験でした。ニカラグアでは改めてキューバはいい国だと思いました。当時23歳だったのですが、これだけ長期間ラテンアメリカにでかけていくのは初めてのことでした。ここでは、戦争が起きて分断されていました。そこで私が学んだことは将来大きな力になると感じられました。
　カール・マルクスは宗教はアヘンだといいましたが、ニカラグアでもそうだと思いました。
　こんな経験をしました。例えば、哺乳器の中にいる子どもをケアしなければならなかったのですが、一人ではどうしてもできない時があった。そこで、そばにいた看護士に手伝って欲しいといったら、そのた看護士は「どうしてしなければならないのですか。神様がしてくれるならいいですが」って言ったのです。本当に死にたい思いでした。忍耐に忍耐を重ね、それが私の義務だからといい続けました。
　アンゴラの経験はさらに悲惨です。そこでは、民族の人種差別主義、搾取、植民地化、すべてがあり、それが私の行為を妨げました。アンゴラは内戦中で、医師として住んでいた建物の下にも銃を持った警備隊が取り囲んでいました。そして、ある夜に警備隊が私の部屋をたたいたのです。私が警備の当番なのでした。
　明け方、気がつくと建物の隅に紙がある。仲間がその紙をどけると、裸になったアンゴラの子どもがいたわけです。そこで感銘を受けたのは、その子どもが腕の中に紙を抱いていたことです。虐待されていて誰かがその子どもを紙で覆ってやったのだと思うのです。上にあがって洋服を着替え、子どもにシャツを着せました。そのときに、着せ掛けてもらった子どもが、ママといったのです。
　その子はその後、逃げてしまい、その後どうなったのかはわかりません。ですが、そうしたことを心の中の痛みとともに思い出すのです。多くの人が富を享受している間に必要なものが得られないとき、どうしたらよいのでしょうか。アンゴラでの経験はわたしの人生を変えました。この世の中に飢えていく子ども、死んでいく子どもがいる限り、私たちは平和だと思うことはできません。ヨーロッパ、先進国に出かけるときには必ず口にすることですが、このような国は借金を負っているはずだ、重荷を負っているはずだと。移民の問題は力づくで解決できるわけではない。すべての人がもっと尊厳を持って生きられる。そういうプロジェクトを作っていかなければなりません。私たちが生きるためには連帯が必要なのです。
　◆阿部知子議員
　私も終わりを歌にしたいのですが、とても重く、かつ、暖かい話でした。まさに、チェ・ゲバラの娘ではないかなと思いました。ゲバラも生きていれば、一人ひとりに暖かな人であったのだろうなとイメージしていました。
　さて、社会主義国か資本主義国かというところで、アレイダさんが語った言葉で忘れられないのは、皆から愛された子どもたちということです。日本では少年が犯罪を犯し、社会を震撼させています。しっかり、愛しているというメッセージを、社会が子どもたちに送れなくなっている。社会の問題が全部、子どもたちに押し寄せていると思います。アレイダさんは、小さな命が紙に包まれて捨てられてしまうようなことがこの社会にある限り自分は闘いをやめないと語られました。私もそうありたいと思います。
　キューバに行ってとくに感じたことは、チェ・ゲバラの国際主義ということでした。ゲバラの想いが、キューバを、医療支援という形で、国をあげて他国に与えることを喜びとし、誇りとする国につくりあげていったのではないか。フィデルは、ゲバラとの約束でそうした国を造ったのではないか。この国を支えた２人の偉大な巨人の友情があったからこそと思いますが、人々との連帯を大切にするキューバ国民の心、つながりを世界に求めて、とどまることがなき歩みを大事にしたいというアレイダさんの本日のお話に、心からの御礼を言いたいと思います。
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